
集
会
は
中
島
執
行
副
委
員

長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
主
催

者
を
代
表
し
て
橋
本
委
員
長

は
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

09
春
闘
に
つ
い
て

◆
昨
年
の
定
期
大
会
で
決
定

さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
１

月
10
日
の
活
動
家
交
流
集
会

で
は
09
春
闘
に
向
け
た
意
思

統
一
を
行
い
、
職
場
地
域
か

ら
具
体
的
な
闘
い
を
展
開
し

て
き
た
。

◆
世
界
的
な
大
不
況
の
中
で

闘
わ
れ
た
春
闘
だ
っ
た
が
、

賃
上
げ
以
前
に
定
昇
を
遅
ら

せ
る
な
ど
、
経
営
側
の
厳
し

い
姿
勢
に
組
合
側
が
十
分
な

要
求
・
姿
勢
を
貫
け
な
い
結

果
に
。

◆
我
々
は
、
こ
う
し
た
時
期

だ
か
ら
こ
そ
企
業
は
雇
用
を

守
り
、
賃
金
引
上
げ
に
よ
り

内
需
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
る

し
、
組
合
側
も
堂
々
と
賃
上

げ
を
要
求
し
闘
う
べ
き
で
あ

る
と
訴
え
て
き
た
。
そ
し
て

自
ら
の
課
題
で
今
春
闘
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し

て
も
ら
っ
た
。

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

◆
昨
年
の
大
会
以
降
、
地
本

で
３
名
の
拡
大
が
あ
っ
た
。

新
規
採
用
者
獲
得
の
取
り
組

み
も
創
意
工
夫
を
し
行
っ
て

き
た
。

◆
福
島
で
初
め
て
新
採
を
国

労
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

た
が
、
数
日
で
脱
退
と
な
っ

た
。
教
訓
化
し
、
ま
た
遠
慮

な
く
実
践
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

差
別
是
正
に
つ
い
て

◆
一
括
和
解
以
降
、
試
験
や

異
動
の
問
題
な
ど
徐
々
に
改

善
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

貨
物
で
は
和
解
後
の
議
論
に

よ
り
、
滝
田
氏
が
仙
台
に
異

動
と
な
っ
た
。

選
挙
闘
争
に
つ
い
て

◆
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生

存
権
・
生
活
権
・
労
働
権
を

守
り
、
国
労
が
抱
え
る
課
題

の
改
善
に
向
け
て
、
予
想
さ

れ
て
い
る
解
散
・
総
選
挙
に

お
い
て
憲
法
を
守
る
革
新
勢

力
の
前
進
を
目
指
し
、
各
級

機
関
に
そ
れ
ぞ
れ
意
思
統
一

を
お
願
い
す
る
。

集
会
で
は
東
日
本
本
部
伊

藤
委
員
長
よ
り
情
勢
報
告

（
左
記
参
照
）
を
受
け
、
そ

の
後
地
本
大
沼
書
記
長
か
ら

「
２
０
０
９
年
春
闘
総
括
と

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

提
起
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
各

支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を

受
け
た
あ
と
全
体
討
論
が
展

開
さ
れ
た
。

（
※
報
告
や
質
疑
・
討
論
は

編
集
の
都
合
上
、
次
号
の
掲

載
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
）

最
後
に
大
沼
書
記
長
よ
り

全
体
の
集
約
（
ま
と
め
）
が

あ
り
、
参
加
者
全
員
で
確
認

を
し
、
後
藤
副
委
員
長
の
閉

会
挨
拶
と
橋
本
委
員
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
終
了
し
た
。

５
月
31
〜
６
月
１
日

福
祉
問
題
学
習
会
と
慰
労
会

６
月
２
〜
３
日

本
部
会
計
監
査
（
財
政
）

６
月
４
日

本
部
会
計
監
査
（
会
館
）

６
月
12
日

第
９
回
地
本
執
行
委
員
会

第２５５０号 国 労 仙 台 ２００９年５月２８日

団結 抵抗 統一

５
月
10
日
、
地
方
本
部
は
各
支
部
・
分
会
の
代
表
者
を
招
集

し
、
09
春
闘
総
括
会
議
を
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
。

集
会
で
は
、
今
春
闘
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
ま
た
各

支
部
や
分
会
の
取
組
み
を
報
告
し
合
い
、
学
び
合
い
な
が
ら
今

後
の
取
組
み
の
意
思
統
一
を
全
体
で
確
認
し
た
。

１
、
09
年
春
闘
の
経
過

①
一
万
円
の
ベ
ア
・
第

二
基
本
給
の
廃
止
・
グ

リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
正

社
員
化
な
ど
７
項
目
の

具
体
的
な
要
求
を
掲
げ
、

申
15
号
と
し
て
、
会
社

に
申

し
入
れ
を
行
い
交
渉
を
行
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
東
労

組
が
急
遽
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て
も
要

求
書
を
提
出
。
東
日
本
で
は
、
夏
季
手

当
は
通
常
決
算
を
見
て
交
渉
す
る
の
が

基
本
。
会
社
側
か
ら
手
当
要
求
の
提
出

の
打
診
も
あ
り
、
国
労
と
し
て
も
３
・

５
ヶ
月
の
要
求
を
提
出
。
今
春
闘
で
は

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
中
で
ベ
ア
ア
ッ
プ
が

西
日
本
の
み
。
東
日
本
は
信
濃
川
発
電

所
の
問
題
と
旅
客
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、

減
益
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
企
業
と

し
て
の
体
力
・
支
払
い
能
力
は
十
分
に

あ
る
と
し
て
要
求
し
た
が
、
結
果
は
こ

の
通
り
。
ま
た
最
終
回
答
日
が
３
月
26

日
と
大
幅
に
遅
れ
た
の
は
、
東
労
組
が

夏
季
手
当
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
に
あ
り
、

背
景
に
は
浦
和
事
件
の
判
決
時
期
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

２
、
今
後
の
課
題

①
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
「
Ｊ
Ｒ
カ
ー
ド
」
が
３

月
15
日
に
廃
止
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
貨
物

労
組
を
も
無
視
し
て
一
方
的
に
強
行
し

て
き
た
。
福
利
厚
生
の
一
環
で
あ
り
、

回
復
を
求
め
て
支
援
協
力
を
。

②
組
織
拡
大
。
長
野
で
新
規
採
用
者
の

１
名
の
拡
大
が
あ
り
、
東
京
の
貨
物
で

も
１
名
の
拡
大
。
一
括
和
解
以
降
50
名

の
拡
大
と
な
っ
た
。
今
回
の
取
り
組
み

で
は
、
東
京
で
も
分
会
の
取
り
組
み
に

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
た
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。
率
直
に
反
省
・
総
括
を

し
本
音
で
掘
り
下
げ
た
議
論
を
。

③
あ
っ
せ
ん
申
請
。
不
公
平
感
を
払
拭

し
、
改
善
す
る
闘
い
と
位
置
づ
け
て
行
っ

て
き
た
。
中
労
委
の
あ
っ
せ
ん
に
対
し
、

会
社
側
は
一
旦
応
諾
し
た
。
し
か
し
会

社
側
代
理
人
の
「
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ

な
い
か
ら
乗
れ
な
い
」
と
の
発
言
が
あ

り
、
中
労
委
公
益
委
員
の
「
打
ち
切
り

に
な
る
」
と
の
見
解
に
対
し
「
そ
れ
で

構
わ
な
い
」
と
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
会
社
は
国
労
と
の
協

議
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
表
明
。

和
解
以
降
、
２
年
間
の
空
白
を
経
て

組
合
が
行
っ
た
（
全
分
会
）
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
67
％
の
現
場
で
不
公
平
感
が
あ

る
と
の
指
摘
が
。
あ
っ
せ
ん
申
請
に
お

け
る
会
社
と
の
継
続
的
な
話
し
合
い
と

合
わ
せ
て
、
差
別
の
具
体
的
事
象
に
つ

い
て
調
査
し
機
関
に
集
中
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
現
場
で
の
発
言
な
ど
し
っ

か
り
と
メ
モ
を
取
る
取
り
組
み
も
大
切
。

④
１
０
４
７
名
採
用
差
別
事
件
。
３
・

25
鉄
建
公
団
訴
訟
判
決
は
不
当
判
決
。

地
位
確
認
を
排
訴
し
救
済
対
象
者
を
削

減
。
し
か
し
時
効
論
を
排
除
し
金
額
の

上
乗
せ
、
不
当
労
働
行
為
を
明
確
に
し

た
な
ど
評
価
の
部
分
も
。
一
審
を
上
回
っ

た
の
か
と
い
え
ば
意
見
が
分
か
れ
る
。

た
だ
判
決
を
受
け
「
四
者
・
四
団
体
」

は
引
き
続
き
政
治
解
決
を
求
め
る
こ
と

で
一
致
し
て
い
る
。
政
治
解
決
の
窓
口

で
あ
る
民
主
党
議
員
４
名
に
加
え
、
与

党
と
い
う
立
場
で
公
明
党
か
ら
も
議
論

に
加
わ
る
こ
と
を
表
明
し
、
自
民
党
も

１
０
４
７
名
問
題
に
関
す
る
窓
口
を
設

置
し
た
。
引
き
続
き
本
部
を
中
心
と
し
、

政
党
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

Ｎo .2550
2009年5月28日
発行責任者橋本昭二
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５
・
12

第
８
回
地
方
執
行
委
員
会

５
・
14
〜
15

第
12
回
東
日
本
野
球
大
会

５
・
16

第
４
回
婦
人
部
常
任
委
員
会

５
・
22

団
交
（
米
沢
一
建
マ
ル
タ
イ
事
故

と
事
情
聴
取
の
あ
り
方
・
申
23
号
）

５
・
28(

AM)

団
交
（
エ
ル
ダ
ー
制
度
運
用

に
つ
い
て
・
申
22
号
）

５
・
28(

PM)

団
交
（
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

業
務
改
善
・
申
24
号
）

５
・
28

支
社
経
営
協
議
会



今
年
三
月
、
前
記
社
宅
の

居
住
者
に
総
務
部
（
勤
労
）
・

設
備
部
両
課
長
名
で
文
書
が

郵
送
さ
れ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト

が
検
出
さ
れ
た
事
、
今
の
状

態
で
飛
散
す
る
こ
と
は
な
い

事
、
除
去
等
の
必
要
な
処
置

を
す
る
事
を
周
知
し
た
だ
け

の
文
書
で
、
使
用
場
所
等
明

記
す
る
こ
と
な
く
「
突
付
い

た
り
、
傷
を
付
け
た
り
す
る

な
」
と
い
う
、
極
め
て
無
責

任
な
内
容
で
あ
る
。
「
詳
し

く
知
り
た
け
れ
ば
居
住
者
側

か
ら
電
話
を
か
け
ろ
」
と
い

う
姿
勢
を
見
て
も
、
説
明
義

務
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
は
、
平

成
十
七
年
七
月
以
降
社
会
問

題
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
に
お
い
て

も
「
国
交
省
に
お
け
る
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
へ
の
対
応
」
を

受
け
て
、
「
健
康
被
害
等
の

状
況
に
関
す
る
調
査
」
を
行

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

対
策
を
取
っ
て
来
た
。
し
か

し
、
な
ぜ
今
ア
ス
ベ
ス
ト
検

出
な
の
か
？

当
時
は
、
国

内
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

前
提
で
、
調
査
対
象
に
さ
れ

て
な
か
っ
た
「
ア
ク
チ
ノ
ラ

イ
ト
、
ア
ン
ソ
フ
ィ
ラ
イ
ト

及
び
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
」
の
三

種
類
の
石
綿
が
検
出
さ
れ
た

た
め
、
平
成
二
十
年
二
月
六

日
、
厚
労
省
か
ら
「
使
用
の

有
無
の
分
析
調
査
の
徹
底
等

に
つ
い
て
」
の
通
達
が
出
さ

れ
た
。
今
回
の
検
出
は
、
そ

れ
を
受
け
て
の
再
分
析
調
査

の
結
果
、
判
明
し
た
と
い
う

事
で
あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
種
類
と
し

て
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
と
の
情
報

だ
け
で
調
査
対
象
か
ら
外
し

て
し
ま
っ
た
政
府
の
対
応
は
、

お
粗
末
と
言
う
他
な
い
。
さ

ら
に
輪
を
か
け
て
お
粗
末
な

の
は
、
こ
れ
だ
け
の
対
策
を

立
て
な
が
ら
大
き
な
罰
則
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

通
達
に
よ
り
調
査
を
し
ア

ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
て
も
、

即
、
除
去
さ
せ
る
法
律
が
な

い
の
で
あ
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト

を
扱
う
作
業
に
従
事
す
る
労

働
者
や
そ
の
周
辺
で
働
く
労

働
者
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

で
健
康
診
断
や
作
業
上
の
安

全
が
守
ら
れ
て
い
る
が
、
居

住
者
を
守
る
法
律
は
な
く
、

唯
一
、
罰
則
を
求
め
ら
れ
る

の
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
曝
露

し
て
か
ら
の
建
築
基
準
法
違

反
で
の
損
害
賠
償
請
求
の
み

で
あ
り
、
そ
れ
で
は
手
遅
で

あ
る
。

会
社
側
の
文
書
に
よ
る
と
、

今
の
状
態
（
固
ま
っ
て
い
る

状
態
）
で
飛
散
す
る
事
は
な

く
安
心
で
あ
り
、
処
置
す
る

ま
で
の
間
、
突
付
い
た
り
、

傷
つ
け
た
り
し
な
い
よ
う

（
場
所
を
明
記
せ
ず
に
）
協

力
を
お
願
い
す
る
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
地
震
等
の
不
可

抗
力
で
亀
裂
が
入
っ
た
り
剥

離
し
た
り
す
れ
ば
「
危
険
だ
」

と
受
け
取
れ
る
が
、
何
を
根

拠
に
安
心
で
あ
る
と
言
う
の

か
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
居

住
者
の
長
年
の
生
活
の
中
で

は
、
大
掃
除
で
の
煤
払
い
や

天
井
・
蛍
光
灯
等
の
工
事
、

何
度
か
の
大
き
な
地
震
を
含

め
絶
対
に
飛
散
し
て
い
な
い

と
は
言
え
な
い
状
況
も
あ
る
。

ま
し
て
、
退
去
し
た
居
住

者
に
は
一
切
知
ら
せ
て
い
な

い
。Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、
信
濃
川

不
正
取
水
事
件
の
反
省
の
下
、

会
社
・
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り

組
ん
で
い
る
。
法
令
（
罰
則
）

が
な
い
に
等
し
い
こ
の
問
題

を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
は
思
え
な
い
が
、
社
会
的

モ
ラ
ル
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

居
住
者
に
対
し
て
謝
罪
し

た
上
で
使
用
場
所
を
明
確
に

し
、
こ
の
間
の
飛
散
の
形
跡

や
可
能
性
は
な
か
っ
た
の
か

説
明
を
行
い
、
除
去
等
早
急

な
処
置
と
家
族
を
含
め
た
健

康
診
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

当
然
、
過
去
の
居
住
者
に

も
情
報
を
伝
え
同
じ
扱
い
を

す
る
と
同
時
に
、
す
で
に
取

り
壊
し
て
い
る
社
宅
の
情
報

公
開
も
求
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
潜
伏
期
間
四

〇
年
と
言
わ
れ
る
こ
の
問
題

を
考
え
る
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
中
で
生
活
し
て
い
た
と
い

う
事
実
を
明
確
に
し
て
お
く

事
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

【
国
労
み
や
ぎ

№
４
０
８

２
０
０
９
・
５
・
１
５
よ
り
】

５
月
８
日
、
福
島
地
区
分

会
書
記
長
の
古
川
俊
次
氏
に

対
し
、
福
島
駅
か
ら
白
石
蔵

王
駅
（
白
石
駅
在
勤
）
へ
異

動
の
事
前
通
知
が
出
さ
れ
、

５
月
19
日
発
令
さ
れ
た
。

古
川
氏
は
会
社
に
対
し
苦

情
を
申
告
、
５
月
15
日
仙
台

支
社
に
お
い
て
簡
易
苦
情
処

理
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、

本
人
及
び
組
合
の
主
張
は
認

め
ら
れ
ず
、
平
行
線
の
ま
ま

終
了
し
た
。

古
川
氏
は
千
葉
へ
の
地
域

間
異
動
を
経
て
、
協
力
会
社

へ
３
年
間
の
出
向
、
福
島
駅

の
営
業
を
２
年
半
担
当
し
、

そ
し
て
今
回
の
異
動
発
令
を

受
け
る
な
ど
短
期
間
で
の
配

転
が
続
い
て
い
た
。

最
近
の
福
島
駅
の
異
動
状

況
は
、
昨
年
12
月
「
活
性
化

異
動
」
と
し
て
５
名
の
異
動

が
あ
り
、
内
３
名
が
国
労
組

合
員
で
あ
り
、
３
名
全
員
が

希
望
し
な
い
勤
務
地
へ
の
配

転
で
あ
っ
た
。

第２５５０号 国 労 仙 台 ２００９年５月２８日

団結 抵抗 統一

２
０
０
７
年
８
月
、
和
解

協
議
の
最
中
に
、
郡
山
か
ら

５
０
０
㌔
離
れ
た
青
森
へ
不

当
配
転
さ
れ
た
貨
物
福
島
分

会
の
滝
田
氏
が
、
自
宅
か
ら

通
勤
可
能
な
仙
台
へ
異
動
に

な
っ
た
。
こ
の
間
、
組
合
側

の
取
り
組
み
と
し
て
、
当
該

分
会
で
あ
る
貨
物
福
島
分
会

と
配
転
先
の
貨
物
青
森
分
会

が
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
職

場
に
お
い
て
「
一
日
も
早
く

戻
す
こ
と
」
の
申
し
入
れ
を

行
い
、
ま
た
東
北
貨
物
協
議

会
は
東
北
支
社
と
の
間
に
窓

口
を
設
定
し
、
継
続
的
な
話

し
合
い
を
行
っ
て
き
た
。

滝
田
さ
ん
は
「
途
中
下
車

だ
が
、
戻
れ
て
よ
か
っ
た
。

皆
さ
ん
の
取
組
み
の
お
か
げ

で
あ
り
感
謝
す
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

◆郡山駅連合分会では、４月２
３日に会社施設（会議室）にお
いて、新入社員に対しての組合
説明会を初めて開催した。分会
では、昨年から会社に対して会
議室での説明会
を実現させるた
め「会議室の使
用申し込み」を
申請していたが、
「空きがない」
として利用を断られていた。
分会は今年も「組合間差別のな
いよう平等に扱うこと」を粘り
強く主張し、会議室を使用した
労働組合の説明会が実現したも
の。
◆新入社員が全員参加のもと、
佐藤正彦分会長は、労働組合と
その必要性を述べた後、「職場
で何か困りごとや問題があれば、

一人で悩まず何でも国労組合員
に相談を。職場には１７名の組
合員がおり、必ず力になる」と
呼びかけを行った。
◆地方本部から参加した大沼書

記長と福島県支部
の小桧山委員長も、
「労働組合の任務
と責任」「政治・
平和運動」などを
解かりやすく説明

を行った。その後、分会千葉
書記長を始めとして、分会役員
のあいさつや紹介が行われた。
◆勤務終了後の３０分間という
短い時間ではあったが、緊張感
の中にも労働組合の存在を知ら
せる取組みとして意義のある行
動であった。【郡山駅連合分会
「分会情報 No.145 2009.4.25」
より一部抜粋】

退
職
の
お
知
ら
せ

４
月
30
日

大
和
田
正
勝
さ
ん

仙
台
駅
連
合
分
会

田
中

長
一
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区
分
会

エ
ル
ダ
ー

荒
木
博
明
さ
ん

仙
台
保
線
区
分
会

エ
ル
ダ
ー

佐
藤
家
輝
さ
ん

若
松
地
区
分
会

（
駅
）

エ
ル
ダ
ー

長
田

勉
さ
ん

仙
総
運
転
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


